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研究 ： 

 ート（ S） ク ス ー

（Aun(S )m） の ら 高
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ら な サイ な物理 ・化学 性質 す

そ 性質 のサイ （ 成 子 ）

子の種 化す らの

が Aun(S )m ク ス ー 機 性ナノ の 成

と 大 な 集  
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本領域の A02 班・ A03 班・ 司ら

5 の講 から 中 質 応 ながらの

ットホームな が 学の

発 議論が 広 ら 楽 く な

の場とな （ 5）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A01 班の大下浄治が 本領域の協賛事業と  
ウト ー 行  

領域の協賛 子 化学 開催

ポ ビ ル ル ール ホウ素化合物

とス イムが 素 無 け

素 と 元素の 議

ら （ 7）  

2015 年 6 月 27 日（ ） 東広島

ー ウス 44  

2015 年 7 月 9 日（ ）東広島 立 学

ク ス 20  

2015 年 8 月 3 日（月）東広島 立  
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A02 班の 子が ウト ー 行

 

東京工業大学 ー ンキャンパスの行事と 高

・ とその と 研究 の本領

域の研究( ：研究 の 子 )

科研費と本領域 （

6）  

2015 年 8 月 8 日( )  東京工業大学大 キャンパス 

 高 ・ とその 157  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ 5）無機高分子研究会 集合  

（ 7）A01 班 大下浄治 ウト ー  

 

（ 6）A02 班の 子 ウト ー  

 ASIS2015 元素ブロックの分 ーシ ンが 島  

本領域と 島 年 「元素ブロック」 と 島 新素 ナー（ ース ー o 15） 共催

す な 「元素ブロック」の分 ・ 術開発な 協 す 回 2015 年 9 月 2 日（ ） 4 日（ ） 日

本分 機 工業会と日本科学機 協会が主催す ASIS（ apan Analytical and Scientific Instruments Sho ）が開催

「 の高分子素 研究と島 分 術 元素ブロック 素 の 」と 講

島 の分 術 の から「元素ブロック」の と共 班 と協 ら 10 の 新分 ー

シ ンが  
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